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栃 木 県 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

令和元(2019)年７月２日(火)、栃木県教育委員会定例会を栃木県庁南別館内教育

委員室に招集した。 

                                 

１ 出席者（教育長及び委員）は次のとおりである。 

    １番（教育長）       荒 川  政 利 

    ２      番      陣 内  雄 次 

    ３      番      吉 澤 慎 太 郎 

    ４      番      鈴 木 純 美 子 

  ５      番      工 藤  敬 子 

    ６      番      金 子  達 也 

 

２ 議事に参与した職員は次のとおりである。 

    教 育 次 長      辻   真 夫 

    教 育 次 長          池 田   聖 

    総合教育センター所長      菅 谷   毅 

   総 務 課 長      桜 井   裕 

   施 設 課 長      齋 藤   淳 

    学 校 安 全 課 長      伊 澤  純 一 

    義 務 教 育 課 長      柳 田  伸 二 

    高 校 教 育 課 長      中 村  千 浩 

    特別支援教育室長      松 本 美 智 代 

    生 涯 学 習 課 長      野 原  正 祥 

    スポーツ振興課長      髙 橋  貴 子 

    文 化 財 課 長      石 川  明 範 

    総 務 主 幹      浅 野  尚 志 

    人 権 教 育 室 長      旭 山   久 

    福 利 室 長      小 倉  敬 子 

    競技力向上対策室長      青 井  智 也 

    世界遺産登録推進室長      佐 藤  光 正 

 

３ 午前９時 30 分、教育長及び委員は全員出席しており、委員会は成立したので、

教育長は定例会を開催する旨を告げた。 

 

４ 教育長は、本日の会議録署名委員に５番工藤委員を指名した。 

 

５ 教育長は、本日の議案等のうち、報告４及び第１号議案から第６号議案につい

ては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14 条第７項の規定に基づき、

会議を非公開で行いたい旨を諮ったところ、全出席者の賛成により非公開とする

ことに決定した。 

 

６ 教育長は、報告を受ける旨を告げた。 
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７ 報 告 

（１）平成元(2019)年度中学校等卒業者の進路状況調査報告書について 

（２）平成元(2019)年度県立高等学校等卒業者の進路状況調査報告書について 

    教育長は、関連があるので報告１及び報告２について、一括して説明を受け

る旨を告げた。 

     教育長から説明を求められ、総合教育センター所長及び特別支援教育室長が

説明した。 

   この報告に関して、出席者から次のような質問や意見等があった。 

 

 〔委 員〕 

・ 宇都宮青葉高等学園の卒業者の就職先は、同じような傾向なのか。 

 

 〔事務局〕 

  ・ 製造業を中心として、サービス業や福祉関係等、様々である。 

 

 〔委 員〕 

・ 報告２について、資料の16ページの表とグラフについては、その他の比率

が一番高いので、内訳が分かるようにしたほうが良いと思う。次回以降、検

討していただきたい。 

 

 〔委 員〕 

・ 中学校及び高等学校卒業者の進路状況において、「その他」という方たち

がいるが、その方たちに対しては、今後誰がどのようにフォローしていくこ

とになるのか。自らの意思でその進路を選んだ方もいると思うが、例えば、

不登校の状態が続き、そのまま自宅にいる子たちも多いのではないかと思

う。その場合の行政への橋渡しなど、そういった支援について、学校卒業後

はどのようになっているのか。 

 

 〔事務局〕 

  ・ その他のケースは様々である。例えば福祉関係に行った場合には市町の福

祉課にお願いすることもあるが、現実的には保護者にお願いするしかない場

合もある。そういったこともあり、各学校や市町に委ねているというのが現

状である。 

 

 〔委 員〕 

・ それは、学校がそういう橋渡しが必要だと判断した場合には、連絡を入れ

ることになっているということか。 

 

 〔事務局〕 

  ・ 設置者の責任の中で行っていることであるので、学校あるいは教育委員会

が行うことになると考えている。 

 

（３）ＳＮＳを活用した相談事業について 

   教育長から説明を求められ、学校安全課長が説明した。 

この報告に関して、出席者から次のような質問や意見等があった。 
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 〔委 員〕 

・ 先般、１都９県の教育委員協議会があり、私が参加した分科会が「児童生

徒の虐待防止、自殺予防に係る関係機関と連携した取組について」というテ

ーマであった。その中で、いくつかの都県から、電話での相談件数に対して、

ＳＮＳの相談件数が約10倍という報告があり、このＳＮＳを通じての相談と

いうのは非常に重要だという共通認識を持った。是非これからも推進しても

らいたい。 

 

 〔委 員〕 

・ 相談業務は専門業者が請け負うとのことだが、具体的な仕組みについて教

えていただきたい。 

 

 〔事務局〕 

  ・ 相談実施日には、オフィスに臨床心理士や相談業務の担当者が待機してお

り、リーダーとなる方が振り分け等を行いながら、それぞれ対応していくと

いうことである。このＬＩＮＥ相談の仕組みは、システム的に既にあるとの

ことで、そういったものを活用しながら、相談した方の過去の相談の利用状

況等を一覧で確認しながら、連続的にフォローしていく形になる。 

 

 〔委 員〕 

・ そうすると、Ａさんから相談があった場合、Ａさんの相談内容がデータベ

ースに蓄積されていて、それを見ながら的確な対応ができるという理解でよ

いか。 

 

 〔事務局〕 

  ・ そのとおりである。それぞれ相談者には登録していただくので、個人ＩＤ

がある。そのため、仮に匿名で登録されていても、その人が連続していると

いうことは分かるので、連続的にデータベース化された資料のもとで、連携

して相談を行うということになる。 

 

 〔委 員〕 

・ 対象は中学生以上ということであるが、小学生は対象外ということか。 

 

 〔事務局〕 

  ・ 対象は基本的に県立学校ということで、県立附属中学校は対象となってい

るが、公立の小中学校に対しては、今回は案内しない予定である。基本的な

考え方としては、小中学生のスマートフォン、携帯電話等の活用については、

それぞれの市町、教育委員会等、文科省も含めて、議論されているところで

ある。限定的な使用ができる体制はあるが、今回は県立特別支援学校も含め

て、基本的には高校生を対象として考えているところである。 

 

８ 教育長は、報告４及び第１号議案から第６号議案については、先の決定のとお

り、会議を非公開で審議する旨を告げた。 
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９ 教育長は、報告４については、会議の最後に報告を受ける旨を告げた。 

 

10 教育長は、審議に移る旨を告げた。 

 

11 第１号議案 栃木県立美術館評議員会委員の任命について 

第１号議案は、審議の結果、原案どおり可決された。 

 

12 第２号議案 栃木県立博物館協議会委員の任命について 

  第２号議案は、審議の結果、原案どおり可決された。 

 

13 第３号議案 栃木県産業教育審議会委員の任命について 

  第３号議案は、審議の結果、原案どおり可決された。 

 

14 第４号議案 第 29 期栃木県立図書館協議会委員に任命について 

  第４号議案は、審議の結果、原案どおり可決された。 

 

15 第５号議案 第 13 期栃木県生涯学習審議会委員の任命に関する教育委員会の 

意見について 

  第５号議案は、審議の結果、原案どおり可決された。 

 

16 第６号議案 栃木県文化財保護審議会委員の委嘱について 

  第６号議案は、審議の結果、原案どおり可決された。 

 

17 教育長は、報告４について説明を受ける旨を告げた。 

（４）令和２(2020)年度使用栃木県立中学校教科用図書について 

   教育長から説明を求められ、高校教育課長が説明した。 

 

18  教育長は、以上で本日の会議を終了することを告げ、午前10時59分、閉会した。 

 

 

      栃木県教育委員会会議規則第 19 条の規定により署名する。 

 

     令和元(2019)年８月７日 

                                         教育長             

 

                                         委 員             

 


